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1.はじめに
マス・メディアは社会的事実を再糟成いそれを人びとに提示する櫛Eをもっ。人びとはマス・メディアからの|欝匝
をもとに社会を認識し、また世論を形成している。マス・メディ?による犯罪報道も人びとの社会5窟載を形づくる力1
殊に人びとの内部に再構成されξ組疑劃象・被害者像に影響を与えている。

湖曹随の在り方(et1970年内圭半に日本弁護士連合会(日弁ID力管[罪事件における報道ι澗題点を掴葡して以
除幸匝車見提出、らも問題提起力憶され、日制ι耀移とともに到じしているたとえは 1980年代未マス・メディア
α閣曹随において櫛諸都町漕てから容疑者側i(;:)，識し広人権の尊重に配慮し疋動向としては NHKおよび
閲覧動什鈎7年に放送と人権等権利に関する委員会機構(目的〉割壬意団体として設置UtE.り、日本斬聞協会が「新
聞(制覇帥買」を2αx)年に改めて策定し、 「人権の尊重jの項目を設けるなど行ってきた〈日持澗協怠 2αお〉。

本研究グ]レープでは、これまでに日干噺聞の刊行別館つ疋鴫台期から現在に至るまでの間障躍における問題と報

溜賠の関兄を捉えるた瓜それぞれの日制において重大と考えられる「殺人事件」に焦点をあて、そd滞薗羽容の分

析を行った。その分析結果から、日新僻協とともに犯罪報道の在り方力漫化レている点を躍習l./tE.が、他方で全く変

化していない点もみられ疋。疋とえは 1980年代l刈急プライバシーlこ配慮LJtE.報道へと変化する一方で、実名によ
る報道が 1880年代から現在に至るまで継続している。まだ個人に関連す剖欝聞こついても、詔書される内容制覇目

によって変容しつつも、そι湖担割回蘭司にあっ定。このように獅障鑓の在り方は到じしているが、それは人樹霊害
やプライバシーに必ずし花壇日慮UtE.ちのではなく、幸00:由度富を引き起こす要因は未だ解決されていなしし
本稿(et本研究グjレープ力境に行った[被人事件」をめぐる犯罪幸躍の在り方に関する研究倒胸間として、被疑

者力勤、台家であった揚合のiiB6台鑓斉事件」にみる間博躍の在り方について分析を行ったちのである。

先α閉校取った「殺人事件」舗躍では被疑者料度害者がともに一般の人びとであるケースが多くみられた。し
かし、著名人予宥名人など社会自由也位の高い人物力被疑者・被害者の揚合、そ併植の在り方は「殺人事件」の分析で

みられたものと江漣い力セ予測される。マス・メディアの社会住職能の一つに日景境の宮町機能力濁る例.D.ラスウェ

ル194住 1954)。新聞は権力ι渥器用費能を窮乏す責務力濁り、かつ国民の「知る権制を担保しなければならなしし
しかU即7で、発表ジャーナリズムι精躍的型輔されており、i80台家や関係官庁とι澗には緊張関寄♂求められている
G草木強2010:145)。自すと報道の在り方もI殺人事件JJと閥輔自力濯ってくる。そこで、本研究グループでは
被疑者力四自家であった揚合の日3拍経斉事件」について幸防量分析を行しk蹄台家江痩温報道料固人に闘す剖欝聞こ関

する報道江痴祭について明らかにすることとU乙

2.研究の方法
2・1 分析対象と言語認湘出方法

本稿では被疑者力明治家であった場合の日始経済事件」のう弘 2α】3年代の「鈴木持事件」を事倒とし司R
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り上げる九分概日象となる語紙朝日新聞幼暫撤する語司鯨サービス「閏蔵nビジュアル」から、事件力官剰
に掲載され疋時点から2012年3月31日までの主主音電抽出l応。抽出の慌に用いたキーワードは「鈴木宗男」で、
1，647伸Z電車を抽出U危抽出語的うち蹴台資金に係わるものが491件あり、その中から目畠開制こ聞系する人物

加周叡諸藩121件を分鰍換とほ。

2-2 院圏分析の方法
本研究グループは、 「表明されたコミュニケーション内容の客観的・体系的・数量的記述のための調査技法J

CBe間取れ1 釘，2=1~あちである内容分析によって、新聞記事か6(1):コミュニケーションの租容ι輝代的変化をたど

ること、②コミュニケーションの内容球帯翫幼寝沼基準と合致しているかどう力喧宝伊とてコミュニケーションι癖価を
行うこと、@渥り手ι糊宝、意図、主張を明らかにすることを企図している(畠閉まか~ 2012心。

表1分析項目一覧
I 事件当事者および島内の立場制刈

|1.鵬側 之鵬側

E 事件当事者お択燭内α抑制刈
1氏名〈名字と名前の両方方略る，) 6.名前割配舟吉て

Z名手玖渇 7_:甑称(さんA 氏なり

3.名前ιゅ a前肩書・階級
4.氏名を昭司ぎて 9.D輯初肩書・階級

E笹亨切R舟嘗て 10.00被疑者

E 事件に関係する住野阪港庫融 (M刈

I~臨時職り
Z市区間柑まで記載あり

N 個人周世に闘す萄識制刈

1.性別

Z年齢

a学歴
4.出身地

E自宅住所C髄府県までフ倍程罰あり
色自宅住所〈市区町柑まで〉舗鵡あり

V 具体的な職業側刈

1嵩損

之議員秘書

3土議員(教員は障く〉

4.教員

E裁判官・検察官・弁護士

百写真/イラスト舗識制刈

1顔写真あり

Z連行写真あり

3.事1刑こ関係する建陶などι濁冥あり

3.市区田村以下舗直腸り

4.該当なレ

7.自宅住所(巾区町柑以下〉窃識あり

8.性格・人間性〈内面的なもの〉

9絶涛尉兄

10.実家閣僚事項

11盟臆する/していた製腐先ι精寛成兄
12踊操

6.警察官

7.国市

8土語絵計士・開吐

9.報道関係者

10.11主権・団体鋭護・社長・役員

4顔イラストあり

5.法廷スケッチあり

3.羽且

11.00容疑者

12.00被告/被告人

13.00受ffI.J1雪
14.その他倒眠妨

15.匿名

13盟臆する/していた企業名
14.盟闘する/してし泥官制手包

15.pJ嘱する/していた政党名
16.前聴での肩書・臨吸

17.D輔『での肩書・階級

18.該当なし

11企業・団体ι漕理職
12企業・団体¢虚長・社長・

役員・管理職位汐トの社員

13.作家・芸能人・スポーツ選手

14.その他佼満操

15.該当なし

6そ倒也ι垣冥/イラストあり
7.該当なし

1 本研究ク)Ir-プ司志、喰人事件」の被疑者払丈び被害者に闘す剖窃惇健叙痩遷萄自重するため、「朝日新聞JmfIJO) 1879年から2CXX)
年代までを刻象期司として、 10年ごとlζ 各年間こ跡、て重大事件ときえ6ttる14件を分析対象口室び、分析を行っている舗崎哲薗ま
机 2012)。現副団酬額事件」に闘する分析を進めてい勧1本欄まそのうちの2CXX)年間3ヨこった「鈴木宗男事件」を鍛う。
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本稿ι漸聞記事司暑載され疋日3拍低資事件」に関する内容分析も、鮒描用取H景から間働誹毘点でなされ疋。異
備制こは基本項目と分析項目からなるコーディングシートを用意し、コーダーlこよる記事分析を行った。

基本項目立、 「新聞名Jr:年Jr.月Jr日Jr時期分類Jr言語調に名前の91摩ur事件当事者名」である。なおl1a
事内に名前甥l摩UIこチェックが入ったものは譜鞠に名前雄錫したιゆであることから分析苅象外としだ。
分析項目では 「事件当事者」および事件当事者の皐内として唱団局者Jr子Jr父Jr母:J r.兄弟銅疎lを対象lζ
それぞれの立場〈融制・収賄働、日g職事糊こ関する住所側在地〉、個人属性に閤す剖静置、具体的な職業写

真・イラストι躍動|克服確認を行った(表1重冊。
また事件当事者ι凋緒である「也む「祖母J rその他錬膿 G麹親を含む~ J r:友人Jr知人Jr国級生Jr恋
人・愛人 G官臥・元愛人ち含む:)J r職場関係者Jrそ創出羽謁係者」については掲載凋無Dみを酷習ほ。

3.分析結果
3・1 分析¢順要

「鈴木宗男事件」は2∞2年6月、子副院麓蓄輔帯事前=長官・鈴木宗男衆議魔鰻力窃っせん収賄、受自民
賄、調蹟証言法違反、郎台資銀見正吉違反など鐸擬で東菊也険に逮捕された一連の事件ι謝怖であ&主なち
がlこはムネオハウス事炉、やまりh車{伊、島田建設事伸、臨古賀録証溜富安事伊力濁る。これらの事件司甑賄

に該当する人牧由明宮であり、語調容力当該事件に闘っ否E事121件を分開操とい危

主な覇牛当事劃ま鈴木宗男衆調魔韻のほか、多田淳衆調魔義員政期躍雲、宮朝恩嵩錨醤損第一秘書、佐藤優外務

省盟関胃報局主任分析官、島団地臨田建設社長など〈以上、役職は事件当時)である似下、敏利略〉。分析でId:..

吉蹄日分析項目について全体制嗣を捉えるとともlζ 被疑者力1胎蒙の揖合江沼田陣随ι痩際割且らかにするためlζ
“鈴木宗男ι跡"と“鈴木宗男以外の人物"に釧7て分析じた。
分締操劃ま I事件当事者」および事件当事者の身内とした拭事件当事者の皐内側害割拐なり少なく、主主高羽

うち、町島勧~3件、子が4件、父が 1 件であったため、今回の分問、ら閥肌ほ。

なお本稿では明団連続児童殺害事件」被疑者に関する報道との白書境ち行った。

3・2 分析¢結果

3・2・1 被疑者側趨

ま司事件当事者本人の昭柑に関する傾司を分析する(表2参冊。凹聯に闘い全体的仁みると、「氏名」 σ'4.4%)
力寝ち多く、次いで日見職の肩書、臨刷 (52.9%)、 「名字のみJ (48.8%)、 「被告/被告人J(47.1%)で

ある。事件当事者本人の「氏名昭び信て」は7.4%(9件〉、 「名事事び捨て」は5.0%(6件〉、 「名前陣。信て」
は0.8%(1件〉であり、僅かではあるが“昭校信て"による掲載力切られる7。

これを鈴木宗男ιゅの理称についてみてみると、 「氏名」が1α10%と最も多く、次いで「名字奴溺」が79.5%、
「被告/被告人lが65.9弘 I現職の肩書、脳吸」が59.1%'である。“理問書て"でIct、「氏名昭司書て」が13.6%、

「名割収見書て」が6.8%(3件〉、 「名前哩び捨て」が23%(1件〉で、全体の半翻以上を占めている。

鈴木宗男以外の人物の本人問聴についてみてみると、 「氏名」が59.初6と最も多く、次いで月期恥肩書、臨甑J
が49.4%、 「被告/被告人Jが36.4%、 喧名」が35.1%、 「名字攻ゆ」が312%'である。鈴木宗男本人につい

ては 「氏名」倒語肋サべての諸富にみられた。以上のようlζ 鈴木宗男では~名」君臨じられることはなかった

拭鈴木宗男以外については~名」で明肱動事いといえる。

事件当事者本人に関係する恒府羽畢皆では以下の分析結果力切られた(表3観帯。事件関係住所に関以全嗣包

2 こ倒ま据臨富乃ディー也lA欝轍供用事業入札をめぐる覇kイスラエ崎老事休狩民縫勤噴きたモ坑ノピーク其東国ヘι涯臨磁器筆致
派直T入をめぐる事件なと槻忠
3 19:抱年Z富島島「日本人とロシア人の友好ι窓j工事入札をめぐる髄骨髄腕富喜{tj:.
4 19:担割乙おけ石製材会社培法りM.涯眉称無硝間欄3持説苛班肘をめぐる不正口利き事{色

5 H抱7九使ヨ年制協冨笛菊舟電発主工事入札をめぐ剖郊寵喜凡

6 鈴木看顎謬題調蹟語員￠湯者銭罰酒亘体 r21 也統B訴窃移世主J における~台資金収支報告書虚協をめぐる事件。
7 パーセンテージが10，(1%未満の哲1y:>{，¥ては件数志儒Bほ。
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にみると、 I該当なし」が77.7%と最ち多く、掲載されないという繕勅切られた。次いで「市区町村まで」が16.59弘

「都道府県まで」と「市区町村以下」はともに5.0%(6件〉であり、 目安当なし」と大きな聞き力主みられ疋。

これを鈴木宗男のみに聞系する田万α冨載についてみてみると、 目安当なし」が75.0%'で、次いで「市区町村まで」
が 13β弘 「都道府県まで」が 11.49ふ 「市区町村以下」が9.1%である。他方、鈴木宗男以外の人物に聞系する

住所σ潟載についてみると、 目安当なし」が79.2%と最も多く、次いで「市区町村まで」が 1829ら 「市区田村以
下」が2.6%(2件〉、 「都道府県まで」が1.3%(H牛〉である。住所側昌載においては「都道府県まで」と「市区

町村以下」α昌載訓まとんどみられす、 「市区町村まで」が多くみられる(表3郵船。

表2 事件当事者本人の厚称

名氏
石宝み 高 章呼聖び 軍里

程そ 署

N 

氏2 襲 襲

1∞1.0 74.4 48.8 4.1 7.4 5.0 0.8 16.5 30.6 52.9 2.5 7.4 47.1 0.8 182 22.3 
全体

121 ω 59 5 9 6 20 37 64 3 9 57 22 27 

36.4 1∞1.0 79.5 4.5 13.6 6.8 2.3 34.1 38.6 59.1 4.5 9.1 65.9 2.3 11.4 
鈴木宗男

44 44 35 2 6 3 15 17 26 2 4 29 5 一
63.6 59.7 312 3.9 3.9 3.9 6.5 26.0 49.4 1.3 6.5 36.4 22.1 35.1 

それ以外

77 46 24 3 3 3 5 20 38 5 28 17 27 

出表lこは該当した項目のI~ーセンテージは駒と記事数(下駒を掲載している。

表3 事件当事者本人の事件に関係する恒万窃識

N 

で

1∞D 5.0 16.5 5.0 77.0 
全体

121 6 20 6 94 

36.4 11.4 13.6 9.1 75.0 
鈴木宗男

44 5 6 4 33 

閃:.6 1.3 182 2.6 792 
それ以外

77 14 2 61 

注)表には該当した項目のI~一センチージ(上勝と記事数(下段)を掲載している。

事件当事者本人制国人属性に闘す翻昌載では以下の分析結果力主みられたく表4勢冊。個人属性α昌載では、 f職
業Jσ'52%)、 「年齢J (62.8%)、 月期苗での肩書、脳挽J(512%)α電載率力清かった。そのほか「前職

での肩書、闘技jが38:切ら 噌調関する/していた企業名」が22.39弘 「所属する/していた政党名」が14.0%、

閣腐する/してい疋官公庁名」が6.6%である。E賠台資金に係る事件ということで、年齢を際けば事件当事者ι溜踏・
職務の属性に闘す調動清くなってい&他方、 「自宅信万(市町村以下)Jは9.1%(4件)、 F学歴Jf，出身I山

「自宅住所(市町村まで')Jはそれニ計11.7%(2件)であり、勤務・職務の属性以外制電謝牛劉訓Eい(表4筆頭骨。

これを鈴木宗男のみの個人属性に闘す司監皆でみると、 「年齢J r萌撲Jともに 81.8%と高く、次いで「前職での
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肩書、階級J(59.1%)、 I現職での肩書、臨投J(56.8%)、 市嘱する/していた政党名J(36.4%)力清比

鈴木宗男以外の人物の個人属性に関する掲載では 「璃犠J が71 .4%と最右高く、次いで「年齢」が51.~窃6、 円見

職での肩書、闘技jが48.1%、『勤務する/していた企業名」が33.8%、「前献での肩書、階級Jが26.0%'であ&

個人属性では鈴木宗男と鈴木宗男以外の人物ともに I胃操Jr年齢iJ f1j珊・前醐の肩書、闘技Jι準語惨~\，た

だし「年齢iJ l志鈴木宗男倒華蹴}納8割に対い鈴木宗男以外の人物倒署載でl掛~5割という遣し凶切られる。

表4事件当事者本人制園人属性に闘する記載

首 話 重 襲 襲

額 襲
N 

100.0 0.8 6四 1.7 1.7 1.7 3.3 3.3 1.7 3.3 752 22.3 6司6 14.0 38.0 512 1.7 
全体

121 76 2 2 2 4 4 2 4 91 27 8 17 46 62 2 

36.4 81.8 2.3 
鈴木宗男

2.3 4.5 9.1 9.1 2.3 81.8 2.3 13.6 36.4 59.1 関S

44 36 2 4 4 36 6 16 26 25 

関S 1.3 51.9 1.3 1.3 一 一 1.3 52 71.4 おS 2.6 1.3 26.0 48.1 2.6 
それ以外

77 40 4 55 26 2 20 37 2 

;苫調こは該当した項目の，<一センチージ(上駒と記事数(下駒を掲載している。

表5事件当事者本人の職業

費 主 宿そ

N 重

震
費

1∞ιO 24.0 19.β 3.3 0.8 15.7 8.3 5.0 26.4 
全体

121 29 23 4 19 10 6 32 

36.4 63.6 4.5 2.3 34.1 
鈴木宗男

44 28 2 一 15 

63.6 1.3 29.9 2.6 1.3 24.7 11.7 7.8 22.1 
それ以外

77 n 2 19 9 6 17 

ìì)表には該当した項目の，~.一センチージ(上駒と記事数(下掛を掲載している。

事件当事者本人の具体的な職業に閤す副署載では以下江沿析結果力切られる(表5観帯。職業については 「該

当なしC.I (26 .. 羽6) 力軍ち高;~¥，次いで衆議院議員などの鳴員」が24.00A>、 I議員秘書」が19.0%、 「企業団
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体の会長、祉長、役員」が15.プ%である。

鈴木宗居江副の職業に闘す召電載をみると、鳴員Jが63.6%と最も多く、次いで「該当なしe.I(34.1%)である。

鈴木宗男以外の人物の踊撲に関する躍載をみると、 「議員秘書J C29.9%)が多く、次いで「企業団体の会長、社
長、役員JC24.初6)、 「該当なしJC22.1%)、 「企業団体ι漕理職J(11プ%)の1)1慣である。

表6事件当事者本人の写真/イラストの掲載

顔壬 宿そ
スフト

N 

1∞1.0 4.1 0.8 2.5 1.7 0.8 10.7 84.2 
全体

121 5 3 2 13 101 

鈴木宗男
36.4 9.1 2.3 4.5 4.5 2.3 27.3 61.4 

44 4 2 2 12 27 

63.6 1.3 1.3 1.3 97.4 
それ以外

77 75 

;主)表lこは該当した項目のI~一センチージ(上駒と記事数(下駒を掲載している。

事件当事者本人では、以下の分析結果力切られるく表6観君)。写真/イラストα昌載について、全嗣包にみると、
I該当なし」が84.3%で、剰電載理蛤胡開に高しL掲載泊窃つ疋揚合で=a r顔写真jが4.1%(5件)、 I事
件関係の建陶などの写真jがお%(3件〉、 「顔イラスト」が1.初6(2件〉、 「法廷スケッチ」が0.8%(1件〉、

「そ倒也jが4.1%(1 3件〉と、そ倒昌載率は:1~し L

これを鈴木宗男江ゆと鈴木宗男以外の人物の写真/イラスト僻昌載で比べてみると、その大部分力野隙男に闘する

もので、鈴木宗男以外の人物α昌載は3件江めである。鈴木宗男ιゅの写真/イラストα昌載でIct.rその他」が27.3%
(12件)と最ち多しし 「その伽の具体的な内容は地裁に入る写真記者会見の写真公判後に記者に固まれてい

る写真などである。ま疋「顔富真Jが9.1%(4件〉、 「事件関係ι涯鞠などの写真Jと「顔イラスト」がともに4.5%
c2件〉、 「連行写真」と「法廷スケッチ」がともに2.3%(1件)と、件詩的ゆない力事語的切られる。

3・3 考察

「鈴木宗男事件」を事倒に日36台絶済事件」にみる湖曹随倒矧について以上の閥勧切られる拭ここで分析の
まとめと考察を行う。

日開叫親についての全体的な闘司としてl志 「氏名」掲載塊蛤力胃い力t事件の性格上、事件当事者の役職ち昭
称として掲載されることが多くみられた。また係争中の人物には「被告/被告人J也事称される揚合ち多くみられる拭

「被疑者J r容疑者」と日開泊満載されることは少ない。鈴木宗男と鈴木宗男以外の人物α鞠耽阪では 「氏名」
がともに最も高く、鈴木宗男の揚合は1α10%..鈴木宗男以外の登場人物の揚合は59.1%の遣しめ切られる。「匿名」

による掲載は、鈴木宗男の揚合はまったくみられす、鈴木宗男以タトの人物の揚合には 35.1%であった。これは選挙で

選防1疋公人である刀匠めι縦課と推察されるなあ溜件ではあるが「昨び信て」僻暑載力濁ることは留意u乏しL
次に個人属性α冨載についての全体的な慨司としては事件当事劃固人の「年齢」と「萌撲に関する属性jに閲する
言匡勧容しし 「年齢」α暑割ま「鈴木宗男事件」だけではなく、日本明躍の侍徴といえる。 r面撲に関する属性」に
ついては事1取別主格上、そのよう尉昌勤客くなる個司力警えられる。鈴木宗男と鈴木宗男以外の人物倒固人属性の
比較では双方可躍是Jα電載は高い。鈴木宗男の揚合、 「年齢」が8割以上という点が目を引く。また「前臨での肩
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書、階級Jr現職での肩書、階級jι掲載Iet.鈴木宗男と鈴木宗男以外の人物ともに高し漕H合を示している力t鈴木宗
男の揚合力時時清し漕H合となっているこれち臨港蒙ゆえ倒閣司と推察され&

職業別顧謝et.各当事者の晴様力事識され割蘭司力切られる拭 号表当なし」もみられるこれJ調理称刺固人属性で

同様のことに白骨Zられていることから、このような嗣司力切られると推察される

写真/イラストι漏謝牛劉~少なしL 少ない中で、鈴木宗男に関する写真/イラストが太勢を占めている。著名な政

治家であり、メディアから発せられるキャラクタ]世ち反映され疋結果と考えられる

分析をみる限り、公人としてのE胎家、官公庁職員など力鴨署与する日~省略済事件」では同じ被疑者であっても

一般の人びととl羽島田力事掠る。特に民主蹄台の代衰である臨浩家Id:、多くの有権者によって選l才Lてその役職につ

いた蹴剖慣庄の重さの尼めか、一連江報道で輯舶に報じられ剖頃司にあるといえ&

4 明田連続児童殺害事件」被疑者に闘する報道との民鍛

以下では 「鈴木宗男事件」と同じ2α)()i手代に報じられ疋犯罪報道のうち、 明団連続児童搭握事件」に関
する島崎l勤、(2011)の内容分析〈事件坤讃隠れ疋2α万年4月108"-'2010年3月31日のう怠分開立
象とLi1E.のは捜査終了までの1214'件〉を取り上lス被疑者か般市民である揚合と、被疑者力署名人である揚合

d沼田博随ι痩際について上搬し足。なあ嘗鈎~2事例から犯罪報道の在り方について結論づけるのは尚早である

た臥ここでは割愛の研男の一助とするた伽芳擦にとどめたしL
2α支う年にあきた明団連続!児童艇事件:j C被害者は畠山彩香ちゃん・米山豪憲くん〉の被疑者は当紘被
害者の母として報道され内集団自切噂期刺(メディア・スクラωの被害を8P01こ訴えるなど、プライバシ→墨
書加曜となる取材力行t>tt1こ〈国間まか、 2012)。被害者の母捌競諸となり逮捕されるまでl志被害者の
母として匿名で報道される力1逮備委、実名報道されるようになる

4・1 巾刈E連続児童殺害事件」被疑者に関する報道から得られ疋知見

明田連続児童殺害事件」被疑菅である畠山鈴香をめぐる報道leI:、逮捕後、以下のような経緯苔山&

被疑者逮捕愛缶詰く級建雪で逮捕~豪憲く統娼容疑で再逮捕〉、被害者の母から被疑者とし君臨される

ようになり、日開tは「氏名J(88.1%)と日夜肪(容疑者)J (89.6%)力移くを占めるようになる。個人

属性に闘す剖欝院は 「年齢」 σ'9.1%)や「萌僕J(34.3%)をはじめ、 「住所」に闘しては「市区町柑

名まで藷白 (23:窃のもしくは「字名以下藷白 (1.5%、判明など諦肱耕詰め切られ疋。そ似ま力羽田

載とレてはF性格・人間生側面的なもの1)Jσ.5%、5件〉、「銘済的問と「実家関係事項J(とちに:6.0弘

4件〉力切られる。写真制覇は I頭写真Jがs.a);{， (2件)、 「家写真jが1.5%(1件)、 「そ倒邸調真j

が4.5%(3件〉 ι漕日合で掲載されている。
さらに被疑者が言語くA漏撞語擬で再逮捕されると缶詰く脱援軍離で再逮情~彩雷ちゃ脱娃竪擬で再逮
捕〉、すべて備高町「氏名J(1α万6)による昭称力胃いられ伺随して「昭E肪〈容疑者)J (92.6%) 
と『破防(被告、被告人)J (11.1%)宅用いられ疋。r:年齢iJ (92.6%) I訓まとんどの語買京識さ札
『晴僕J(44.4%)や「役職J(14.8%)、 「異常性の澗釦 σ'.49ふ2件〉、 「顔冨真J(11.1%、3件〉

舗識も増えるようになる

彩香ちゃM!謎鞘愛〈彩香ちゃA.J，題謹灘で再逮時叩捜査終了)I志 「氏名J(882%)による咽嚇に加え、

「昭E泊 C容疑者)J (68.6%)と同夜肪(被告、被告人)J (25.5%)力事く用いられ&また「年齢」
(51.(1%)、 『萌撲J(29.4%)、 「住所2(市区町村名まで器日，)J (19.6%)闘陸続き請陪れ&そ

倒まか噴国防の有無lと「異期生の澗釦〈ともに.9.SO/o.5件〉や「性格・人間性側面的なもの1)Jσ'.8弘

4件〉など、件翻eI:多くはなし臥個人の内面に開コる報道が働団関司にあった。

S 殺人覇取理事分析司el:.. r被疑者」を巾瞳量l としてコーデインクして川':tJ\対象事相帥に寛罪棚捷v~観泊笠宮れていだため

「繍諸」に蛮更L応。
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4-2二つの事件の被疑者報道の比鰻

まヨキ麟潤鞠1に関してl立、「鈴木宗男事件Jr:赦団連続児童話題事件」双方の事件で「氏名J(])f昌動t多しL

起訴制調と趨融制院勤時多いこととも関わる拭そのほ力、のB鞠として、 「鈴木宗男事件」では「被告/被

告人Jが多用されており、そのほか「前臓の肩書き、臨汲Jや日用批D肩書き、隣汲Jで詩結れること力事い。
他方、 「棋団連続児童殺害事件」では「容疑者」時称が多く、詰問α匝董が多いといえる。
次に個人属性に関する内容では、 「鈴木宗男事件J r:枚目連続児童器提富喜件」双方の事件で「年齢」 晴嵐

円吉万J r:役職Jは記載される鯛司にあり、そのうち「住所Jについては字名以下まで記載されることもある。

しかい 「鈴木宗男事件」では事件に聞系する田万何百由〉 ι落語版清無の酷J習を行つ疋ため、必ずしも住
所の記載と1d:s.艮らなしL
そのl劫¥事件の性質力事掠るた虻湖植の内容にち遣い力濁り、殺人事件はセンセーショナルに報道される傾

向にある上、個人の性格や人間性に関わる内容力事くはない力嘩随される。「鈴木宗男事件」の記事分析では「性

格、人間性j力え 「牧田連続児童様車件」では「異常性の調査リや円主格・人間性(内面的なもの1)J力管識

されており、 「松田溜売!児童殺害事件」においてl揖麟諸本人の母など劉珂謁係ち報道されている。[""，鈴木宗男

事件」でl志主に被疑者本人に関する報道が多く、その周辺人物について併随は少ない。

写真/イラストα電載では、ヌ肪の事件で写真α昌載はあるものの、その件数は多くない。ただい量保比
較をすると、 「鈴木宗男事件」の万力事詰糧は多く、写真やイラストの内容も勢l皮にわたる。

5.結語

被疑者力批浩家であった揚合l本実名報道である。それ以外の関与する人物については匿名である揚合ち多しLさら

に前職・現職の肩書きや階級副半うことが多く、哩称l割罰誌などととちに報道されるようになっている。しかい事件

当事者の幸槌に終始することが多く、本人の家族明朗鯨ど周辺人物についての輔董は少なし1。また事件の性質から、

趨厚後の結晶力精草される傾向力濁り、それl却型称として「被告/被告人|力事いことからも明らかである。

また幸間菖内容の分析とは直接関わりは少なしY1J¥分析対象言語諸却ま491件で、そのうち実際に分析を行ったものは

121件である。残り窃E事l志本割牛力柚の事件や語訪中で引用されたり、他江犠員の閣で取り上げられたりする

事例訓まとんどである。じだがって、この記事件数|志「鈴木宗男事件」の及ぽ宮範囲が広範であることと示しており、

臨浩家のかかわる事件協社創包な影響力t大きいことを示す一指標とみなすこと力?できると同時に、 円競の盤釦 ι糟
能の表れと解釈すること力?できる。

被疑者のプライバシーぽ見点から分析結果を鑑みると、氏名のほか、年齢と職業はともに掲載されることが多

く、{草月は宇名以下まで表記されること力切り、(草斤ι頼回T可能である。2α)()年以降の事情躍をみる限り、
被疑者の属性によって若干異なるものの、プライバシーなど人権への配慮は菊さ改善の劇的tあるといえる。
本稿は「鈴木宗男事件」に焦点を当て、事件当事者のプライバシーに関連する幸昂菖について2αお年代の時教

を擬すしだ。ただし、本研究グループでは最終的に、新聞騨訪粕まってから現在に至るまで倒田博槌の変遷

から問題点を明らかにするちのである疋ぬ 「鈴木宗男事件」だけでなく、今後ち数多くの事件事倒を分析し、

犯鰐躍の在り方について実証的な横証萄断売レていくものである。
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